
 

 

産業経営研究所×現代社会学会  講演会  
 
 

中東・北アフリカ地域の危機を読み解く 
  －モロッコ王国の過激派対策を事例として－ 

 
 

羽衣国際大学 現代社会学部 

教授 中川
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●会 場：堺市立西文化会館 ウェスティ７階 セミナールーム 

堺市西区鳳東町 6-600 （堺市西区役所 7 階） 

JR 阪和線「鳳」駅東出口より徒歩 7分、南海バス「西区役所前」下車すぐ 

 P  西区役所駐車場（78台まで。最初の 1時間 200円、以降 30分毎に 100円） 

●入 場 料：無料  

●定 員：80 名  ※定員になりしだい締め切ります。 

●申込期限：12/11（月）必着   

●申込方法：「12/16 講演会希望・ご氏名・申込者数・電話番号・FAX 番号（FAXでお申込の方）」を 

明記の上、FAX かメールで下記へ。それぞれの申込方法で受付通知を返信します。  

申込後 3 日経っても通知がない場合は下記にお電話ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

趣旨： 

2014 年に台頭した IS（「イスラーム国」）。2017 年に入って本拠地であるシリアやイラクでは急速に

勢力を弱めつつあるが、パリやブリュッセル、バルセロナなどヨーロッパの大都市でも、IS に忠誠を

誓う者らによるテロが実行され、エジプト、リビアなどのアフリカやアジアでもフィリピンなどに

拠点を築きつつある。このような情勢のなか、アフリカ大陸の北西端に位置するモロッコ王国は、

中東・北アフリカ諸国のなかでは比較的安定を維持している数少ない国である。講演では、この

モロッコ王国が取り組む宗教政策としての過激派対策に焦点をあて、現在の複雑な中東・北

アフリカ情勢を読み解くことを試みたい。     ― 中川 恵 
 
中川恵プロフィール：東京大学大学院総合文化研究科地域文化専攻博士課程修了。学術博士。在

チュニジア日本大使館での専門調査員などを経て 2005 年本学着任。2011 年と 2016 年、モロッコ

王国での議会選挙で国際監視委員を務める。アメリカ政治学会、日本中東学会等に在籍。近著に

「モロッコの過激派対策：長期的視点に立った宗教政策の試み」（山内昌之編著『中東と IS の

地政学：イスラーム、アメリカ、ロシアから読む 21 世紀』朝日新聞出版、2017年 2月）など。 

羽衣国際大学 学術情報・地域連携センター 

「12/16 講演会」係 

FAX: 072-265-7008     メール: shakoza@hagoromo.ac.jp 

TEL: 072-265-7145（月-金曜 09:30～17:00） 

※今回いただいた個人情報は本件以外で使用いたしません。 

12/16土 
 

14:00～16:00 

開場 13:30 

堺市後援 


